
令和７年度 第２回 グループホーム鈴の家 運営推進会議 議事録 

日時：令和７年 ７月２７日(日) １０：００～１０：３０ 

場所：グループホーム鈴の家 

田原町自治会長 出路・田原町民生委員 地域包括支援センターいなえ  

田口 様 × 北村 様 ○ 小川 様 ○ 

グループホーム鈴の家・入居者ご家族・その他 

K 様 ○ N 様 ○     

グループホーム鈴の家・入居者 

A 様 ○ B 様  ○ C 様 ○ D 様 ○ 

E 様 ○ F 様 ○ G 様 ○ H 様 × 

I 様 ○  

代表取締役 通所系サービス部長 管理者 計画作成担当者 

鈴木 則成 〇 金戸 保之 ○ 吉田 恵美里 × 堀江 一美 ○ 

介護職員 

根本 全代 × 藤田 智美 × 林 樹音 〇  × 

吉田 和代 × 藤村 弥生 × 阪東 千香子 ×   

 

１．挨拶・運営推進会議開催にあたって（鈴木） 

 

２．参加者紹介 

 

３．議題 

・活動報告について（林） 

５・６月の活動報告写真をパワーポイントにて説明しました。 

 

・その他（金戸） 

利用状況について参照資料を参照していただき説明しました。 

スタッフについて次第内容を説明しました。 

 

・意見交換 

北村様 

暑い中でも様々な取組みを確認させていただきました。高齢者の特性を理解して細やかかな配慮を

されていると思います。 

 

小川様 

休日に出かける先として福祉関連の展示会の紹介があった。展示では、高齢者ケアに役立つ先進

的な取り組みがいくつか紹介されており、職員への刺激や今後のケアのあり方について考えるきっ

かけになったとのこと。関西万博にて福祉関連の展示会が開催されており、西ゲート奥の方にて出

展されているブースでは、期間ごとに異なる展示が行われている。 特に印象に残った取り組みとし

て、ベッドにセンサーを設置し、高齢者の夜間の健康状態や起き上がりを早期に察知するシステム

が紹介されていた。大阪の施設では、「モンテッソーリ教育法（本来は子どもの教育手法）」を高齢者

ケアに応用し、センサーと併せて認知症ケアに活用している事例があった。具体例として、高齢者が

夕方の不安を感じた際に職員が「昔話をしに行く」よう促すケア提案を行う仕組みが紹介された。セ

ンサーによる見守りに加え、生活歴や個別性に基づいた関わりを行うことで、より効果的な認知症

ケアが可能であることを示唆していた。自施設でもこのような取り組みを取り入れ、地域住民へのア

ピールにつなげる可能性があるのではないかと感じた。 

 



N 様 

職員の退職に関して、これまでの感謝の気持ちとともに、環境の変化に対する不安と要望が述べら

れた。利用者本人や家族にとって、職員との関係性や信頼が大きく、変化に際しては丁寧な説明と

配慮を求める。 

 

鈴木より→ 

退職理由については、現時点では詳細を報告できないが、今後明らかになり次第、改めて報告する

予定である。環境の変化についても懸念は共有しており、利用者やご家族には現時点での説明で

ご理解をお願いしたい。 

 

K 様 

暑い中でも熱中症への十分な配慮を感じており、感謝の意を述べた。気温が 39 度に達する日もあ

るが、今後も引き続きよろしくお願いしたいという意向が示された。 

 

次回の開催日の確認 令和７年 ９月２８日１０：００～開催予定 

 

 

 

☆ご家族はそのまま面会をされていました。 

 

地域包括・小川様より 

令和７年度身体拘束ゼロ（廃止）セミナー高齢者権利擁護（身体拘束廃止）研修の案内を受ける。 

申込期間は過ぎていますが…とのこと。 

以上 


